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＜ その1で起きたこと ＞

商店街に薩長同盟の3人が居るらしいと聞いて

探索を行った私は、お店の壁に貼られている3人を発見した。

しかし、何故彼らがそこにいるのか真相は謎に包まれていた…。

※ 詳細は2021年12月号をチェックしてください！

「どうやらオサダさんが詳しいらしい。」

私の元に情報が舞い込んだ。手がかりを掴んだ私は再び商店街へと飛び出した。

オサダさんは、前原商店街を昔から支えているお店の関係者である。

どうして西郷どんが壁に貼られているのかきっと知っているに違いない。

すると奇跡的にも、お店の前で彼に出会った。

ありがたいことにオサダさんに前原商店街の古い歴史の一部分を

教えて頂けることになったのである。

商店街は昔、唐津街道の宿場町だったそうで、多くの人がかごに乗って訪れていた。

昭和にはそれを模して”かごかき合戦”という行事を行っていたらしい。

商店街のあちこちにチェックポイントとして、

街道を通っていたかもしれない偉人たちの絵を貼っていたそうだ。

その名残が今も残っているのである。実は、伊能忠敬もいるらしい。

西郷どんがそこに居る理由は奥深かったのだ。　　　　　　　

column file04

エンガワ広報誌
SUMMER
2022年06月

02

　私たちENGAWA Projectは今年の2月から、新しい活動を始めました！その名も”オープンスペース

AD9”！篠原という糸島高校前駅に近い地域にある、築100年以上の古民家をお借りしています。そこを

改装することで家の不動産的価値を向上するとともに、イベントを開くなどして地域の方々との交流を

増やす場所にすることを目標に活動しています。

　「古いを楽しむ」を事業のコンセプトとして活動しており、改装もイベントも全てメンバーがイチか

ら自分たちの手で行っていますので、ところどころに手作り感が…でもそれもご愛嬌！

　また今年のGWに壁に漆喰を塗るイベントを行ったところ、たくさんの地域の方々にご来場頂きまし

た。漆喰塗りはコツがいる難しい作業なのですが、普段しないことができるということで好評を頂きま

した！今後もこのような体験型のイベントをたくさん開催していきますので、本誌の最後に掲載してい

るENGAWAのSNSをぜひチェックしてみてください！

槇野 裕太
じょーじ

オ ー プ ン ス ペ ー ス

AD9

何でも自分で
やってみる家。

   Akama

山根春佳
はーちゃん

家を綺麗にして
地域の人と
関わる。

Domitory Kyudai

まえばる散歩その2 ～西郷どんはなぜそこに～



永金大志（ながかねたいし）。2003年

3月27日、京都府に生まれる。九州大学

工学部に在籍中。

前原に住む夢をみたからという理由で

前原に住み始めた。

ENGAWA Projectの現代表である。

座右の銘は「迷ったらやる」。

永金 大志 たいし

代表から見た
ENGAWA
【対談】5期代表たいき×6期代表たいし

植永泰己（うえながたいき）。2001年

10月26日、福岡県に生まれる。九州大

学農学部に在籍中。

５期の代表を務めた。持ち前の愛嬌と

やさしい人柄は、チーム全体の空気感

を明るくしてくれる。座右の銘は

「ケセラセラ（なるようになる）」。
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植永 泰己 たいき
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対談中のふたり（左・植永 右・永金）



あなたとつながる、縁側系広報誌。

@ENGAWAproject.maebaru @engawa_project @AprojectEngaw

縁側は古くから、外の空間と部屋との間にある曖昧な空間として日本家屋独自の

意匠となっています。ご近所さんを出迎え話し込んだり、天気のよい日に

日なたぼっこをしたりと、気軽な交流や憩いの場として親しまれています。

そのようななにかを大学生として作りたい—。

それはありふれた建物としての縁側でも、型にはまったSNSでもなく、

手紙のような手渡しされる広報誌なのではないかと考えました。

これはみなさまに見守っていただきたい、私たちのちょっとした挑戦です。




the editors   山根 春佳 / 喜多 悠 / 槇野 裕太 / 前田 佳凜

ENGAWA Project
from iTOP, Kyushu Univ.

九州大学公認地域活性化団体iTOPで活動している

プロジェクトのひとつ。「筑前前原を学生団体に」

を使命に、シェアハウスやイベントスペース、学生

居酒屋の運営を行っている。


